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消
し
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は
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決
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つ
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な
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も
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一
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岸 谷 義 雄

（購読料は分担金に含む）出
来
る
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
は
、
市
消
防
本
部
の
大
会
議

室
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
年
明

け
の
一
月
か
ら
消
防
操
法
に
必
要
な

礼
式
訓
練
に
徹
底
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
年
は
数
年
ぶ
り
の
大
雪
と

な
り
、
冬
期
間
の
約
三
カ
月
間
は
、

ひ
た
す
ら
室
内
で
礼
式
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
頃
、
指
導
す
る
団
幹

部
は
、
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
と
し
て

の
最
終
形
が
見
え
ず
、
不
安
と
苦
悩

の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

春
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
四
月

以
降
か
ら
、
市
消
防
本
部
の
駐
車
場

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
屋
外
訓

練
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
初
め
て
、

軽
可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ
・
消
防
ホ
ー

ス
等
を
取
り
扱
い
、
ま
た
、
専
門
用

語
が
飛
び
交
う
中
、
隊
員
達
は
、
少

し
ず
つ
操
作
方
法
や
用
語
を
理
解
し

て
い
き
、
着
実
に
一
歩
一
歩
前
に
進

ん
で
き
ま
し
た
。

五
月
中
旬
か
ら
は
、
隊
員
か
ら
の

前
向
き
な
意
見
・
発
言
を
も
と
に
、

訓
練
場
所
を
変
更
し
、
六
月
か
ら
は

「
水
出
し
操
法
」
が
出
来
る
と
こ
ろ

ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

指
揮
者
の
「
操
作
始
め
」
の
号
令

を
合
図
に
、
一
斉
に
軽
可
搬
式
小
型

ポ
ン
プ
を
回
転
さ
せ
、
筒
先
と
ホ
ー

合
言
葉
に
、
昨
年
の
一
二
月
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

結
成
後
、
大
会
ま
で
の
約
一
〇
カ

月
間
と
い
う
長
丁
場
を
乗
り
切
る
た

め
、
訓
練
を
開
始
す
る
ま
で
に
何
が

必
要
・
大
切
な
の
か
を
考
え
、
導
き

出
し
た
答
え
は
、「
飲
み
会
」で
し
た
。

そ
の
結
果
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
最
初
の
訓
練
か
ら
意
思
疎
通
が

来
る
一
〇
月
一
九
日
、
横
浜
市
で

開
催
さ
れ
る
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
に
兵
庫
県
代
表
と
し
て
豊
岡
市
女

性
消
防
隊
が
出
場
し
ま
す
。
現
在
、

隊
員
は
消
防
職
員
・
団
員
の
指
導
の

も
と
、
弱
音
を
吐
か
ず
日
夜
積
極
的

に
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

豊
岡
市
女
性
消
防
隊
は
、「
美
味

し
い
中
華
を
食
べ
に
行
こ
う
！
」
を

第
一
六
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

�

平
成
二
三
年
四
月
二
九
日
に
発
令

ス
を
抱
え
ダ
ッ
シ
ュ
し
、
ホ
ー
ス
を

一
直
線
に
延
長
し
、
的
を
落
と
す
。

そ
の
姿
は
、
入
隊
間
も
な
い
頃
か
ら

は
想
像
も
出
来
な
い
ほ
ど
、
ま
る
で

別
人
に
な
っ
た
よ
う
な
動
き
を
披
露

し
て
く
れ
ま
す
。

甘
い
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
入
隊
し

た
隊
員
達
で
す
が
、
出
場
す
る
か
ら

に
は
少
し
で
も
良
い
成
績
を
残
し
た

い
と
、
ど
ん
ど
ん
積
極
的
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
平
年
よ
り
も

一
〇
日
以
上
早
く
梅
雨
入
り

し
た
た
め
、
豊
岡
盆
地
特
有

の
蒸
し
暑
さ
に
苦
し
め
ら

れ
、
梅
雨
明
け
す
れ
ば
、
今

度
は
、
猛
暑
に
苦
し
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
暑
い
夏
を
強
い
精
神

力
で
乗
り
切
り
、
体
調
不
良

に
よ
り
隊
を
去
っ
た
隊
員
の

想
い
を
胸
に
秘
め
、そ
し
て
、

兵
庫
県
代
表
と
し
て
の
誇
り

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら

防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ
た
り
著

し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
す

る
と
と
も
に
消
防
力
の
強
化
、
充
実

に
尽
力
さ
れ
、
消
防
の
発
展
に
貢
献

し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
東
日
本

大
震
災
の
た
め
例
年
か
ら
遅
く
な
り

ま
し
た
が
、
平
成
二
三
年
七
月
五
日

（
火
）
午
前
一
一
時
一
五
分
か
ら
東

京
・
日
本
青
年
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
、
全
国
で
瑞
宝
双
光
章

四
〇
八
名
、瑞
宝
単
光
章
二
〇
三
名
、

計
六
一
一
名
、
う
ち
兵
庫
県
関
係
で

は
、
一
九
名
の
元
消
防
職
員
の
方
々

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
双
光
章

　

元
西
宮
市

　
　

消
防
司
令
長�

大
利　

邦
喜

　

元
尼
崎
市

　
　

消
防
監�

梶
元　

逸
男

　

元
三
木
市

　
　

消
防
司
令
長�

竹
中　

誠
一

　

元
神
戸
市

　
　

消
防
監�

中
井　

忠
重

　

元
神
戸
市

　
　

消
防
正
監�

中
蔦　

清
吾

　

元
神
戸
市

　
　

消
防
正
監�

橋
田　
　

治

　

元
尼
崎
市

　
　

消
防
監�

早
川　
　

淨

　

元
神
戸
市

　
　

消
防
正
監�

福
野　
　

隆

　

元
芦
屋
市

　
　

消
防
監�

藤
井　
　

清

を
持
ち
、
一
〇
月
一
九
日
の
全
国
大

会
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
女
性
操
法
に
関
す
る
心
得
や
技

術
指
導
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
赤
穂

市
消
防
団
並
び
に
赤
穂
市
女
性
消
防

隊
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

元
神
戸
市

　
　

消
防
正
監�

坊
池　

政
美

　

元
加
古
川
市

　
　

消
防
司
令
長�

宮
宅　

勝
利

　

神
戸
市

　
　

消
防
正
監　
　

三
宅　

哲
夫

　

元
姫
路
市

　
　

消
防
司
令
長�

村
上　

輝
生

　

元
高
砂
市

　
　

消
防
司
令
長�

村
山　

吉
康

　

元
宍
粟
市

　
　

消
防
監�

森
谷　

秀
蔵

　

元
伊
丹
市

　
　

消
防
司
令
長�

山
田　
　

明

　

元
尼
崎
市

　
　

消
防
監�

和
田　

竹
雄

◎
瑞
宝
単
光
章

　

元
尼
崎
市

　
　

消
防
監�

日
野　
　

昭

　

元
神
戸
市

　
　

消
防
監�

吉
田　

親
雄

　
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
岡
市
女
性
消
防
隊
　
日
々
精
進
中

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

第
二
〇
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場

定位につけ！

豊岡市女性消防隊

伝達式の様子赤穂市女性消防隊と一緒に
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平
成
二
三
年
八
月
一
〇
日
（
水
）、

平
成
二
三
年
度
安
全
功
労
者
・
消
防

功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
式
が
、
都
道

府
県
会
館
一
階
大
会
議
室
に
お
い
て

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
副
大
臣
の
式
辞
の
後
、
副
大

臣
か
ら
各
受
章
代
表
者
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

消
防
協
会
長
か
ら
祝
辞
、
受
章
者
代

表
者
謝
辞
の
後
、
閉
会
し
ま
し
た
。

県
内
か
ら
は
、
本
会
副
会
長
で
小

野
市
消
防
団
の
小
林
正
幸
団
長
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

安
全
功
労
者
（
団
体
の
部
）

　

姫
路
天
神
東
団
地

�

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　

明
親
校
区

�

防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
功
労
者
（
個
人
の
部
）

　

小
野
市
消
防
団

　
　

団　

長�

小　

林　

正　

幸

平
成
二
三
年
度
　
消
防
団
長
名
簿

各
地
区
の
団
長
を
御
紹
介
し
ま
す
。

（
平
成
二
三
年
度
七
月
一
日
現
在
、

敬
称
略
）

神
戸
地
区

　

神
戸
市

　
　

東　

灘�

伊　

藤　

繁　

夫

　
　
　

灘�

伊　

藤　

眞　

彦

　
　

中　

央�

深　

井　
　
　

勲

　
　

兵　

庫�

伊　

庭　

勝　

一

　
　
　

北 �

祢　

木　

和　

明

　
　

長　

田�

濵　

嵜　

爲　

司

　
　

須　

磨�

高　

木　

優　

和

　
　

垂　

水�

佐　

藤　

博　

司

　
　
　

西�

北　

井　

道　

男

　
　

水　

上�

渡　

邉　

真　

二

阪
神
地
区

　

尼
崎
市�

井　

内　
　
　

進

　

西
宮
市�

吉　

田　

昭　

光

　

芦
屋
市�

岸　

本　

重　

男

　

伊
丹
市�

岸　

谷　

義　

雄

　

宝
塚
市�

古　

東　

宏　

之

　

川
西
市�

水　

口　

充　

啓

　

三
田
市�

畑　
　
　
　
　

勇

　

猪
名
川
町　
　

安　

井　

一　

弘

東
播
磨
地
区

　

明
石
市�

荻　

野　

忠　

志

　

加
古
川
市�

後　

藤　

政　

義

　

高
砂
市�

作　

間　

尚　

義

　

稲
美
町�

橘　
　
　

剛　

司

　

播
磨
町�

加　

納　

利　

治

中
播
磨
地
区

　

姫
路
市

　
　

姫
路
東�

前　

田　

昭　

廣

　
　

姫
路
西�

梅　

元　

義　

昭

　
　

飾　

磨�

富　

田　

重　

二

　
　

網　

干�

春　

木　

壽　

朗

　
　

家
島
町�

上　

田　

辰　

雄

　
　

夢
前
町�

栗　

林　

忠　

道

　
　

香
寺
町�

久　

斗　

讓　

二

　
　

安
富
町�

梅　

田　

善　

幸

　

市
川
町�

花　

桐　
　
　

司

　

福
崎
町�

大　

野　

孝　

朗

　

神
河
町�

松　

本　

日
出
一

北
播
磨
地
区

　

西
脇
市�

籔　

根　
　
　

隆

　

三
木
市�

中　

西　

君　

一

　

小
野
市�

小　

林　

正　

幸

　

加
西
市�

高　

見　
　
　

光

　

加
東
市�

常　

峰　
　
　

登

　

多
可
町�

梶　

間　

信　

明

西
播
磨
地
区

　

相
生
市�

河　

合　
　
　

勝

　

た
つ
の
市�

田　

中　
　
　

旭

　

赤
穂
市�

望　

月　

昌　

次

　

宍
粟
市�

春　

名　

玄　

貴

　

太
子
町�

嶋　

澤　

清　

美

　

上
郡
町�

松　

本　

隆　

雄

　

佐
用
町�

松　

田　

芳　

夫

但
馬
地
区

　

豊
岡
市　

　
　

豊　

岡�

吉　

岡　

忠
次
朗

　
　

城　

崎�

西　

浦　
　
　

博

　
　

竹　

野�

仲　

治　

義　

信

　
　

日　

高　
　

長　

岡　

健　

美

　
　

出　

石�

藤　

井　

正　

昭

　
　

但　

東�

坂　

岡　

政　

昭

　

養
父
市�

淨　

慶　

康　

治

　

朝
来
市�

石　

原　

武　

士

　

香
美
町�

青　

山　

喜　

一

　

新
温
泉
町�

西　

岡　

安　

雄

丹
波
地
区

　

篠
山
市�

市　

野　

哲　

雄

　

丹
波
市�

足　

立　
　
　

進

淡
路
地
区

　

洲
本
市�

竹　

口　

弘　

之

　

南
あ
わ
じ
市�

出　

口　

智　

康

　

淡
路
市�

向　

内　

良　

夫

二
三
年
度
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座

�

受
講
者
募
集
に
つ
い
て
　
　
兵
　
庫
　
県

兵
庫
県
で
は
、
平
成
一
六
年
度
か

ら
地
域
防
災
力
の
向
上
を
ね
ら
い
と

し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー

講
座
」
を
開
催
し
、
本
年
度
も
受
講

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
講
座
は
、
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

民
間
企
業
防
災
責
任
者
な
ど
地
域
の

防
災
の
担
い
手
や
そ
れ
を
目
指
す
、

兵
庫
県
在
住
又
は
在
勤
の
方
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
講
座

の
修
了
者
に
は
、
知
事
名
の
修
了
証

と
「
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の

称
号
が
授
与
さ
れ
る
ほ
か
、
日
本
防

災
士
機
構
が
行
う
防
災
士
試
験
の
受

験
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

本
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
　
講
座
の
主
な
内
容
概
要

災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
地
域
防
災

活
動
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
建
物
の

耐
震
化
や
普
通
救
命
講
習
な
ど
防
災

に
関
す
る
体
系
的
・
実
践
的
な
知
識
・

技
術
に
関
す
る
講
座

二
　
開
講
時
期

平
成
二
三
年
一
〇
月
～
平
成
二
四

年
三
月
ま
で
の
間
の
一
二
日
間

三
　
開
講
時
間

　

毎
回
一
〇
時
三
〇
分
～
一
六
時

二
〇
分

四
　
会
　
　
場

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
ほ
か

五
　
募
集
人
員

　

一
二
〇
名

六
　
受
講
料

　

無
料

七
　
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
兵
庫

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
ま
で

八
　
申
込
期
間

平
成
二
三
年
八
月
一
日
（
月
）
～

�

平
成
二
三
年
九
月
二
三
日
（
金
）

お
持
ち
で
す
か
？

　「
消
防
団
員
の
証
」

�

県
協
会
事
務
局

県
協
会
で
は
、
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般

住
民
の
方
に
消
防
団
活
動
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
消
防
団
員
の
い

る
家
の
玄
関
口
等
に
掲
示
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
と
し
て
、
新
た
に
入
団

さ
れ
た
団
員
の
方
々
一
人
ひ
と
り
に

「
消
防
団
員
の
証
」
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
市
町

役
場
又
は
消
防
本
部
の
消
防
団
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
講
座
に
関
す
る
情
報

は
、
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
欄
に
な
れ
ま

す
。

平
成
二
三
年
度

�
安
全
功
労
者
・
消
防
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

小野市消防団　小林正幸団長表彰式の様子

表彰状受領時

消　防　服
消防設備点検・消火栓器具

姫路市龍野町１丁目１の２
TEL  ０７９－２９２－０４４７　 FAX  ０７９－２９８－８６６３

URL  http://www.msyoubou.com/index.html
E-mail  msyoubou0447@s9.dion.ne.jp
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私
は
昭
和
五
九
年
に
旧
三
原
郡
の

西
淡
町
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日

に
旧
三
原
郡
四
町
（
緑
町
、西
淡
町
、

兵
庫
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
極
め
て
広
域
で
未
曽
有
の
被
害

が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
時
に
ご
支
援
い
た
だ
い

た
兵
庫
県
の
各
界
各
層
が
一
体
と
な

り
、
義
援
金
を
募
集
し
て
被
災
地
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

当
初
義
援
金
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
六
月
三
〇
日
（
木
）
ま
で
で
し

た
が
、
県
民
の
意
識
・
関
心
も
継
続

三
原
町
、
南
淡
町
）
が
合
併
し
、
南

あ
わ
じ
市
消
防
団
が
結
成
さ
れ
、
団

長
以
下
四
方
面
隊
五
八
分
団
と
女
性

分
団
で
組
織
さ
れ
団
員
二
，
一
九
〇

名
で
約
一
八
，
六
〇
〇
世
帯
（
人
口

約
五
一
，
三
〇
〇
人
）
の
管
轄
区
域

を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
機
動
力
と
し
て
は
ポ
ン
プ

車
二
三
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
八
四
台
で
日
夜
市
民
が
安
心
、
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
日
々
研
鑽
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
消
防
団

で
は
団
員
の
確
保
が
容
易
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
団

員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
等
様
々
な
問

題
が
あ
る
中
消
防
団
が
地
域
防
災
に

対
す
る
役
割
、
期
待
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

広
域
消
防
本
部
、
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
を
強
化
し
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
団
員
一

丸
と
な
り
今
後
更
に
訓
練
に
磨
き
を

か
け
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
よ
う

な
消
防
団
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
高
い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
募
集
期
限
を
延
長
し
、
九
月

三
〇
日
（
金
）
ま
で
延
長
し
て
い
ま

す
。是

非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
：

　

〇
〇
九
一
〇　

�

三　

三
二
二
三
四
〇

（
他
行
か
ら
振
り
込
ま
れ
る
場
合
）

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

〇
九
九
店

　

当
座　

〇
三
二
二
三
四
〇

　

口
座
名
義
：
東
日
本
大
震
災

�

兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

�
ac20/ac20_000000136.htm

l

加
西
市
は
兵
庫
県
の
南
部
、
播
磨

平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
豊
か

な
歴
史
を
伝
承
し
て
い
る
法
華
山
一

乗
寺
、五
百
羅
漢
等
の
文
化
財
と「
花

と
緑
の
ま
ち
加
西
」
に
ふ
さ
わ
し
い

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ

と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

最
近
で
は
、
イ
オ
ン
の
進
出
や
三
洋

電
機
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
用
電

池
シ
ス
テ
ム
の
開
発
拠
点
と
し
て
の

工
場
を
新
設
す
る
な
ど
、
商
工
業
も

発
展
し
て
き
て
お
り
、
大
変
魅
力
あ

る
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
二
年
四
月
一
日
、
加
西

市
の
誕
生
と
と
も
に
発
足
し
た
加

西
市
消
防
団
は
、
現
在
一
二
分
団
、

一
〇
二
部
、
一
，
四
一
二
名
の
編
成

で
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

髙
見
団
長
は
、
昭
和
五
六
年
に
入

団
以
来
、
持
ち
前
の
行
動
力
と
統
制

力
が
認
め
ら
れ
、
分
団
長
、
副
団
長

を
歴
任
し
、
本
年
度
か
ら
第
一
〇
代

団
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
就

任
後
は
そ
の
手
腕
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
消
防
団
運
営
に
邁
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

家
業
は
、
金
属
製
品
製
造
業
「
㈱

タ
カ
ミ
」
の
社
長
さ
ん
で
、
愛
す
る

奥
様
と
と
も
に
、
従
業
員
の
方
々
と

一
日
中
汗
を
流
し
な
が
ら
勤
め
ら

れ
、
ま
た
、「
加
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

 

「
地
域
の
安
全
を
守
り
た
い
」

　
　
　

猪
名
川
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

広
根
分
団

北
山　

純
也

私
は
こ
の
町
に
い
る
以
上
、
自
分

の
住
む
町
の
役
に
立
ち
た
い
、
安
全

を
守
り
た
い
と
強
く
思
い
、
消
防
団

に
入
団
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
一
二
年
に
入
団
し

ま
し
た
が
、
当
時
訓
練
礼
式
や
放
水

訓
練
を
行
っ
た
際
、
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
諸
先
輩
方
の
無
駄
の
な
い
動

き
を
み
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
訓
練
で
実
施
し
た
こ
と
を
少
し

で
も
早
く
習
得
し
、
災
害
が
発
生
し

た
際
は
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
も
感
じ
ま
し

た
。入

団
し
て
数
年
が
た
っ
た
五
月
、

近
隣
で
山
火
事
が
発
生
し
出
動
要
請

が
か
か
り
ま
し
た
。
今
回
が
初
め
て

の
出
動
だ
っ
た
の
で
、
現
場
で
の
動

き
方
が
分
か
ら
ず
不
安
と
緊
張
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
現
場
に
着
く
と

可
搬
ポ
ン
プ
を
山
頂
ま
で
持
っ
て
い

く
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
ポ
ン

プ
の
重
さ
と
足
場
の
悪
さ
で
体
力
的

に
も
精
神
的
に
も
つ
ら
い
時
に
、
何

度
も
励
ま
し
の
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
山
頂
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
過
酷
な
現
場
で
の
気
遣

い
に
と
て
も
感
謝
し
ま
し
た
。
消
火

活
動
は
三
日
間
続
き
、
鎮
火
し
た
と

き
は
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
ま
し
た
。

ま
た
地
域
の
防
災
訓
練
で
は
、
消

火
器
の
使
い
方
や
火
災
の
恐
ろ
し
さ

を
小
学
生
や
地
域
の
方
々
に
指
導
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
貢
献
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
一
団
員
と
し
て
、
諸

先
輩
方
の
指
導
の
も
と
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
ブ
」に
も
長
年
会
員
と
し
て
参
加
、

会
長
も
歴
任
さ
れ
て
、
社
会
福
祉
に

も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
厚
な
顔

立
ち
で
、
趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
腕
前
は

…
？
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
後
の
懇
親

会
が
特
に
大
好
き
で
、
酒
は
「
い
も

焼
酎
」、
歌
は
「
酒
と
泪
と
男
と
女
」

と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
人
柄

か
ら
団
幹
部
の
み
な
ら
ず
、
団
員
か

ら
も
厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

髙
見
団
長
は
、「
予
防
消
防
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、「
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
い
い
、
で
き
る
こ
と
か

ら
や
っ
て
、
防
火
活
動
に
努
め
る
よ

う
に
」
を
団
幹
部
は
も
と
よ
り
、
団

員
た
ち
に
積
極
的
に
呼
び
か
け
、
自

ら
も
他
団
の
活
動
内
容
等
の
情
報
収

集
や
研
究
に
力
を
注
ぎ
、「
火
事
を

出
さ
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
」
を
合

言
葉
に
、
防
火
活
動
に
励
ま
れ
て
い

ま
す
。

○179

東
日
本
大
震
災
兵
庫
県
義
援
金
の
募
集
に
つ
い
て

�

 

「
火
事
を
出
さ
な
い

�
ま
ち
を
目
指
し
て
」 

　
　

加
西
市
消
防
団
団
長

高
見　
　

光

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈41〉〈41〉

 「
地
域
防
災
の
要
」

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

�

専
任
副
団
長 

武
田　

佳
則 

http://www.hyogoshoubou.jp/

「こんにちは！
ひょうごの消防団です」

地域の安全を守ります。
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
号
も
各
地
区
か
ら
多
数
の
寄

稿
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
豊
岡
市
女

性
消
防
隊
の
第
二
〇
回
全
国
女
性
消

防
操
法
大
会
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

大
変
暑
い
中
、
大
会
に
向
け
て
訓

練
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
兵

庫
県
代
表
と
し
て
、
立
派
な
成
績
を

収
め
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

猛
暑
日
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
が
、

熱
中
症
等
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い
。

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
設
置
義
務

化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
率
に
つ
い
て
、
平
成
二
三
年
六
月

時
点
で
の
推
計
が
消
防
庁
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
推
計
普
及

率
は
全
国
で
七
一
．
一
％
の
結
果
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
二
二
年
一
二
月

時
点
で
の
推
計
普
及
率
（
＝
六
三
．

六
％
）
か
ら
七
．
五
％
上
昇
し
て
い

ま
す
。

消
防
庁
で
は
、
こ
の
結
果
を
各
都

道
府
県
消
防
防
災
主
管
部
長
等
に
通

知
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
率
が
一
〇
〇
％
に
な
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
普
及
促
進
活
動
の

推
進
を
呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

  

が
ん
ば
ろ
う 

ニ
ッ
ポ
ン
　
が
ん
ば
る
ぞ
佐
用
町

�

佐
用
町
消
防
団

二
一
年
の
忌
ま
わ
し
い
台
風
九
号
災

害
か
ら
二
年
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
は
多
方
面
で
お
世
話
に

な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東
北
の
皆
さ
ま
、
一
緒
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

今
年
も
、
佐
用
町
南
光
ひ
ま
わ
り

畑
に
は
一
五
〇
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲

き
誇
り
ま
し
た
。

ご
来
町
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
き
れ
い

だ
っ
た
で
し
ょ
。

ご
来
町
い
た
だ
け
な
か
っ
た
皆
さ

ま
。
ぜ
ひ
、
来
年
お
越
し
く
だ
さ
い
。

満
開
の
ひ
ま
わ
り
と
と
も
に
、
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、「
ひ
ま
わ
り
畑
」

は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
が
、
佐
用
町

に
は
ま
だ
ま
だ
見
所
が
満
載
で
す
の

で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
先
陣
を
切
っ
て
歴
史
的
な

見
所
を
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
は
、

佐
用
町
消
防
団
松
田
団
長
の
お
膝
元

（
地
元
）、
宿
場
町
平
福
で
す
。

江
戸
時
代
、
因
幡
街
道
最
大
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
平
福
は
、
千
本

格
子
や
蔵
造
り
の
家
並
み
や
、
川
沿

い
に
点
在
す
る
土
蔵
群
や
川
座
敷
な

ど
の
「
川
端
の
風
景
」
は
平
福
な
ら
で

は
の
景
観
と
し
て
特
に
有
名
で
す
。

ま
た
、宿
場
は
ず
れ
の
川
沿
い
に
は
、

剣
豪
宮
本
武
蔵
が
始
め
て
勝
負
を
挑

ん
だ
と
さ
れ
る
決
闘
の
場
も
あ
り
、
五

輪
書
序
文
の
一
節
の
碑
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
平
福
郷
土
館
、

陣
屋
門
、
本
陣
跡
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
一
日
を
宿
場
町
平
福
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

続
い
て
は
、

宇
宙
の
旅
に
ご

招
待
し
ま
し
ょ

う
。大

撫
山
山
頂

に
広
が
る
県
立

西
は
り
ま
天
文

台
公
園
に
は
公

開
用
と
し
て
は

世
界
最
大
の
望

遠
鏡
を
備
え
た

天
文
台
が
あ
り

ま
す
。

観
望
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
多
く
、
誰
で

も
星
や
宇
宙
を

身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
家
族
、

お
友
達
と
一
緒

に
、
お

越
し
く

だ
さ
い
。

最
後

に
ご
紹

介
さ
せ

て
い
た

だ
く
の

は
佐
用

名
物
「
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
」で
す
。

佐
用
町
内
に
は
「
ホ
ル
モ
ン
焼
き

う
ど
ん
」
の
お
店
が
一
〇
店
ほ
ど
あ
り

ま
す
。

お
店
ご
と
に
「
秘
伝
の
タ
レ
」
が

あ
り
、
こ
の
付
け
ダ
レ
で
食
べ
る
「
ホ

ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
」
は
絶
品
で
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
お
抱
え
の

お
店
を
見
つ
け
た
と
き
か
ら
あ
な
た

は
「
佐
用
通
」
で
す
。

日
中
は
平
福
で
の
ん
び
り
と
、
そ

し
て
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
に
舌
鼓
。

夜
は
星
を
身
近
に
感
じ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。

ど
う
で
す
。
私
の
町
佐
用
町
。
一
度

訪
れ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
～
す
。

都道府県名 推計普及率

北海道 72.5％

青森県 71.2％

岩手県 61.0％

宮城県 87.2％

秋田県 62.3％

山形県 64.8％

福島県 60.5％

茨城県 54.9％

栃木県 64.6％

群馬県 63.4％

埼玉県 65.7％

千葉県 67.7％

東京都 88.2％

神奈川県 70.6％

新潟県 60.1％

富山県 74.4％

石川県 82.2％

福井県 77.6％

山梨県 53.8％

長野県 69.6％

岐阜県 61.1％

静岡県 65.6％

愛知県 77.8％

三重県 68.7％

都道府県名 推計普及率

滋賀県 68.7％

京都府 81.9％

大阪府 70.7％

兵庫県 72.1％

奈良県 60.7％

和歌山県 69.0％

鳥取県 58.3％

島根県 65.5％

岡山県 59.1％

広島県 68.0％

山口県 66.4％

徳島県 60.0％

香川県 62.7％

愛媛県 54.2％

高知県 58.6％

福岡県 78.2％

佐賀県 63.5％

長崎県 78.1％

熊本県 65.4％

大分県 69.2％

宮崎県 57.3％

鹿児島県 70.8％

沖縄県 51.3％

全　国 71.1％

推計普及率（都道府県別）

推計普及率（全国）（H23.6 時点）

総世帯数
（万世帯）

うち推計
普及世帯数
（万世帯）

推計普及率

H22年までに
義務化 2,467 1,865 75.6%

Ｈ23年
義務化 2,412 1,605 66.5%

全国 4,879 3,470 71.1%

編
集
後
記

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
状
況
の
推
計
結
果
ま
と
ま
る

ひまわり畑

川端の風景ホルモン焼きうどん 決闘の地　六地蔵


